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　本
学
は
、
1
9
6
8
年
に
開
学
し
た

青
森
市
唯
一
の
私
立
総
合
大
学
で
す

が
、私
が
９
年
前
に
着
任
し
た
当
時
は
、

倒
産
一
歩
手
前
。
そ
の
と
き
、
地
方
大

学
の
使
命
は
東
京
の
大
学
の
ま
ね
で
は

な
く
、地
域
の
担
い
手
育
成
だ
と
捉
え
、

思
い
切
っ
た
改
革
を
し
ま
し
た
。

　真
っ
先
に
し
た
こ
と
は
、
こ
の
土
地

に
ど
ん
な
大
学
が
必
要
か
、
地
元
の

ニ
ー
ズ
を
聞
く
こ
と
で
し
た
。
若
者
は

都
市
部
に
出
て
行
き
、
残
っ
た
者
は
視

野
が
狭
い
。
地
元
中
小
企
業
の
事
業
継

承
者
は
不
足
し
、新
規
事
業
も
未
成
熟
。

大
学
進
学
率
は
低
く
、
そ
の
主
な
要
因

は
大
学
が
少
な
い
こ
と
と
、
世
帯
年
収

の
低
さ
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　ま
た
、「
東
京
に
出
る
と
若
者
は
ほ

と
ん
ど
帰
っ
て
こ
な
い
」
と
い
う
地
元

企
業
か
ら
の
声
も
あ
り
、「
東
京
で
学

ん
で
も
青
森
に
帰
っ
て
く
る
」
方
策
を

考
え
ま
し
た
。そ
の
結
果
が
、東
京
キ
ャ

ン
パ
ス
の
設
置
で
す
。
青
森
と
東
京
を

行
き
来
し
な
が
ら
地
域
の
課
題
と
魅
力

を
再
認
識
す
る
教
育
で
、
青
森
を
支
え

る
人
材
づ
く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
2
0
1
9
年
に
東
京
都
江

戸
川
区
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
。
校
舎

は
、
江
戸
川
区
の
ご
厚
意
で
元
小
学
校

を
無
償
で
貸
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

産
業
の
集
積
地
・
東
京
で
、
地
域
の
課

題
で
あ
る
中
小
企
業
の
経
営
と
起
業
を

テ
ー
マ
と
し
た
学
び
を
展
開
し
て
い
ま

す
。　2

0
2
2
年
に
は
、
こ
れ
ま
で
４
年

制
大
学
が
な
か
っ
た
下
北
半
島
に
、
文

化
会
館
を
利
用
し
た
む
つ
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
設
。
む
つ
市
で
は
、
18
歳
の
多
く

が
地
元
か
ら
出
て
い
き
ま
す
。
世
帯
年

収
が
低
く
、
進
学
を
断
念
す
る
高
校
生

も
多
か
っ
た
。地
元
に
大
学
が
あ
れ
ば
、

修
学
支
援
新
制
度
を
活
用
し
て
進
学
で

き
ま
す
。
実
際
、
今
で
は
地
元
出
身
の

27
人
の
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。
１
期

生
の
半
数
以
上
が
地
元
に
残
る
意
向

で
、
地
元
企
業
は
大
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
経
営
上
赤
字
で
は
継

続
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
施
設
と

地
域
連
携
教
育
の
た
め
の
教
員
は
自
治

体
が
提
供
、
授
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用

を
条
件
に
し
た
ス
キ
ー
ム
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　薬
学
部
以
外
の
学
生
は
、
希
望
に
よ

り
1
・
2
年
次
は
最
長
で
2
年
間
、
東

京
で
学
ぶ
こ
と
が
可
能
な
う
え
、
3
・

4
年
次
は
東
京
で
の
3
か
月
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
履
修
で
き
ま
す
。
東

京
で
は
留
学
生
も
多
く
学
ん
で
お
り
、

国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
東
京
で
学
べ
る
地
方
大

学
」
の
特
徴
を
生
か
し
て
、
東
京
で
も

学
生
募
集
を
し
た
結
果
、
今
年
は
15
人

が
入
学
し
ま
し
た
。

　I
T
技
術
に
よ
っ
て
社
会
が
大
き
く

変
わ
る
中
、
10
年
先
を
想
定
し
て
教
育

を
考
え
て
い
ま
す
。
３
拠
点
キ
ャ
ン
パ

ス
が
成
立
す
る
の
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
活
用
が
あ
っ
て
こ
そ
。
チ
ャ
ッ
ト

G
P
T
も
然
り
で
す
。
今
後
は
A
I
が

過
去
の
知
見
を
ま
と
め
、
人
の
役
割
は

新
し
い
も
の
を
ク
リ
エ
イ
ト
す
る
こ
と

に
な
る
。
一
方
通
行
の
講
義
は
必
要
な

く
な
り
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
あ
ふ

れ
る
授
業
を
提
供
す
る
大
学
に
学
生
が

集
ま
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　２
０
２
２
年
度
に
は
青
森
の
宝
で
あ

る
自
然
を
利
用
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
専
攻
を
新
設
し
ま
し
た
。

地
域
に
し
か
な
い
も
の
を
生
か
す
教
育

や
人
材
発
掘
に
こ
そ
、
地
方
私
大
は
活

路
を
見
い
だ
す
べ
き
で
す
。
地
域
に
根

付
き
、枝
葉
を
伸
ば
す
本
学
の
挑
戦
は
、

全
国
の
過
疎
地
の
た
め
の
挑
戦
で
す
。
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地域に大学を！ 大学と市がリソースを出し合い
若者の進学と地域活性を推進

ビジョン

課題

地域とともに生きる大学

次世代の地域社会、経済を支える若者の育成を担うため、むつ、青森、東京
の3キャンパスを行き来する新しい学びにより世界とつながる

＊ 各キャンパスでメインに学ぶ人数

キャンパス／青森県青森市、東京都江戸川区、青森県むつ市　学生数／1,208人　創立／1968年
学部／総合経営、社会、ソフトウェア情報、薬
経営／学校法人青森山田学園
設置校／青森山田高校、青森山田中学校、呉竹幼稚園、螢ヶ丘幼稚園、北園幼稚園、青森県ヘアアーチスト専門学校
    

① 大学経営の安定に結びつく学部構成の構築 （東京キャンパス将来構想を含む）　② 適切な学生の確保
③ 経営・管理及び、財務状況のさらなる改善　④ 学生の学習を支援する教育施設・設備整備

重点
施策

特色の異なる３拠点キャンパスで挑む
地域の人材育成と活性化

2019年に東京都江戸川区、2022年に青森県むつ市に新キャンパスを開設した青森大学。
大学空白地帯にキャンパスを開設した経緯と教育にかける意気込みを理事長に聞く。

青森大学
CASE STUDY

東京（江戸川区）
※2019年～

学部 学生数＊ 教育の特色

青森（青森市） 薬学部／
総合経営学部／
社会学部／
ソフトウェア
情報学部

日本人学生：
1,017人／
留学生：26人

総合経営学部／
社会学部／
ソフトウェア
情報学部

総合経営学部／
社会学部／
ソフトウェア
情報学部

日本人学生：
27人

（全員むつ下北
エリア出身）

日本人学生：
6人／
留学生：114人

学びたいことを学びたい場所で「東京で学べる地方大学」のしくみ 

▶次世代の地域社会、経済を支える若者を育成
▶地元自治体職員や地域住民を教員やゲストスピーカーとして迎え、さまざま
な角度からむつ下北を知る基礎スタンダード科目「あおもり学」や、地域社会
の課題解決を探究する「創生コア特講」など（いずれも対面）を提供
▶地域のイベントへのボランティア活動や、地元高校向けのSNSの使い方や
プログラミング講座への学生参画など、地域連携活動にも積極的に取り組む

▶起業家を教員に迎え、中小企業の後継者や起業家、IT技術者、地域社
会の変革者を育成
▶副専攻制度を設け、ITなどの分野も学べる
▶3・4年次の科目である3か月の長期インターンシップ（各12単位）の受講
用や、就活用に施設・サービスを利用可能
▶国際交流センターが就職支援も含めて留学生をサポート

▶薬学部教育（青森キャンパスのみ）
▶「あおもり学」「ねぶた学」「じょっぱり経済学」といった地域に特化した科
目の提供
▶全ての学生が自分の専門分野に加えて、他学部の専門科目を履修し、異
なる学部の学生と意見を交わしながらの学修が可能

注
目！

キャンパス

　大学の誘致が長年の悲願だったむつ市。誘致のため、施設として「大学生
が通いたくなる建物を」と、中心部の文化会館を改修し無償で提供。加えて職
員を教員として出向させる他、市長や市民も授業に関わる。その結果、初年度
は進学を断念したり、県外に進学していたはずの学生が15人入学。そのうち4
人は修学支援新制度を利用した。大学によると、学生は学修意欲が高く、そ
の学ぶ姿勢に惹かれ、オンライン科目でも他キャンパスの担当教員が足を運
び、対面授業をすることもあるという。地元企業も魅力ある企業になろうと、協
議会がつくられた。今後は新しいむつ市の計画づくりにも参加する予定だ。大
学進学率が低いエリアだが、地元にキャンパスがあることで、中高生の大学見
学も実施でき、進学意識の醸成にも役立っている。一方で、下北出身者だけ
が集まるのでは視野が狭くなるため、積極的に他キャンパスとの交流も図って
いる。「この春から1期生２人が東京で学ぶ。一方で東京の学生が学びたくな
るような、むつキャンパスの魅力を打ち出していきたい」（櫻井事務局長）。

むつキャンパスのスキームと各担当者

青森大学
むつキャンパス

むつ市、
地元企業設備、教員、教育

リソースの提供

就職先の整備

▶高等教育の
提供による地元
進学・就職促進　
▶中学、高校への
教育支援による
進学意識の醸成

むつ市企画政策部
福山洋司
政策推進監

企画調整課
未来創成グループ
小林晋主任主査

今井啓之
キャンパス長

▶ 全 学 共 通の
基礎スタンダー
ド科目はリアルタ
イムのオンライン
授業でどこでも
受講可能
▶担任制・少人
数教育　
▶東京キャンパ
スについては希
望により、日本人
学生は1・2年生
の間の最長2年
間 、留 学 生・社
会人学生は4年
間在籍が可能 

むつ（青森県むつ市）
※2022年～

特集  みんなで挑む！人口減

櫻井直喜
事務局長
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1969年読売新聞社入社、1980年より環境問題専門
記者となる。1983～84年米国ワシントン大学客員研
究員。1999年青森大学大学院教授。2002年同大
学客員教授、大妻女子大学教授。2014年より現職。

岡島 成行
青森山田学園理事長
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地域に大学を！ 大学と市がリソースを出し合い
若者の進学と地域活性を推進

ビジョン

課題

地域とともに生きる大学

次世代の地域社会、経済を支える若者の育成を担うため、むつ、青森、東京
の3キャンパスを行き来する新しい学びにより世界とつながる

＊ 各キャンパスでメインに学ぶ人数

キャンパス／青森県青森市、東京都江戸川区、青森県むつ市　学生数／1,208人　創立／1968年
学部／総合経営、社会、ソフトウェア情報、薬
経営／学校法人青森山田学園
設置校／青森山田高校、青森山田中学校、呉竹幼稚園、螢ヶ丘幼稚園、北園幼稚園、青森県ヘアアーチスト専門学校
    

① 大学経営の安定に結びつく学部構成の構築 （東京キャンパス将来構想を含む）　② 適切な学生の確保
③ 経営・管理及び、財務状況のさらなる改善　④ 学生の学習を支援する教育施設・設備整備

重点
施策

特色の異なる３拠点キャンパスで挑む
地域の人材育成と活性化

2019年に東京都江戸川区、2022年に青森県むつ市に新キャンパスを開設した青森大学。
大学空白地帯にキャンパスを開設した経緯と教育にかける意気込みを理事長に聞く。

青森大学
CASE STUDY

東京（江戸川区）
※2019年～

学部 学生数＊ 教育の特色

青森（青森市） 薬学部／
総合経営学部／
社会学部／
ソフトウェア
情報学部

日本人学生：
1,017人／
留学生：26人

総合経営学部／
社会学部／
ソフトウェア
情報学部

総合経営学部／
社会学部／
ソフトウェア
情報学部

日本人学生：
27人

（全員むつ下北
エリア出身）

日本人学生：
6人／
留学生：114人

学びたいことを学びたい場所で「東京で学べる地方大学」のしくみ 

▶次世代の地域社会、経済を支える若者を育成
▶地元自治体職員や地域住民を教員やゲストスピーカーとして迎え、さまざま
な角度からむつ下北を知る基礎スタンダード科目「あおもり学」や、地域社会
の課題解決を探究する「創生コア特講」など（いずれも対面）を提供
▶地域のイベントへのボランティア活動や、地元高校向けのSNSの使い方や
プログラミング講座への学生参画など、地域連携活動にも積極的に取り組む

▶起業家を教員に迎え、中小企業の後継者や起業家、IT技術者、地域社
会の変革者を育成
▶副専攻制度を設け、ITなどの分野も学べる
▶3・4年次の科目である3か月の長期インターンシップ（各12単位）の受講
用や、就活用に施設・サービスを利用可能
▶国際交流センターが就職支援も含めて留学生をサポート

▶薬学部教育（青森キャンパスのみ）
▶「あおもり学」「ねぶた学」「じょっぱり経済学」といった地域に特化した科
目の提供
▶全ての学生が自分の専門分野に加えて、他学部の専門科目を履修し、異
なる学部の学生と意見を交わしながらの学修が可能

注
目！

キャンパス

　大学の誘致が長年の悲願だったむつ市。誘致のため、施設として「大学生
が通いたくなる建物を」と、中心部の文化会館を改修し無償で提供。加えて職
員を教員として出向させる他、市長や市民も授業に関わる。その結果、初年度
は進学を断念したり、県外に進学していたはずの学生が15人入学。そのうち4
人は修学支援新制度を利用した。大学によると、学生は学修意欲が高く、そ
の学ぶ姿勢に惹かれ、オンライン科目でも他キャンパスの担当教員が足を運
び、対面授業をすることもあるという。地元企業も魅力ある企業になろうと、協
議会がつくられた。今後は新しいむつ市の計画づくりにも参加する予定だ。大
学進学率が低いエリアだが、地元にキャンパスがあることで、中高生の大学見
学も実施でき、進学意識の醸成にも役立っている。一方で、下北出身者だけ
が集まるのでは視野が狭くなるため、積極的に他キャンパスとの交流も図って
いる。「この春から1期生２人が東京で学ぶ。一方で東京の学生が学びたくな
るような、むつキャンパスの魅力を打ち出していきたい」（櫻井事務局長）。

むつキャンパスのスキームと各担当者

青森大学
むつキャンパス

むつ市、
地元企業設備、教員、教育

リソースの提供

就職先の整備

▶高等教育の
提供による地元
進学・就職促進　
▶中学、高校への
教育支援による
進学意識の醸成

むつ市企画政策部
福山洋司
政策推進監

企画調整課
未来創成グループ
小林晋主任主査

今井啓之
キャンパス長

▶ 全 学 共 通の
基礎スタンダー
ド科目はリアルタ
イムのオンライン
授業でどこでも
受講可能
▶担任制・少人
数教育　
▶東京キャンパ
スについては希
望により、日本人
学生は1・2年生
の間の最長2年
間 、留 学 生・社
会人学生は4年
間在籍が可能 

むつ（青森県むつ市）
※2022年～

特集  みんなで挑む！人口減

櫻井直喜
事務局長


